高札場

視覚化されたお上の威光
江戸時代 (1603年～1868年) には、幕府からの布告が書かれた尖頂のある木札、高札を掲示するこのような高札場がどの町にもありました。これらの高札場は、道端の目に付きやすい場所に配置されており、例えば、ここの高札場は、かつて妻籠の最北端だった場所に建てられていました。これらの高札は見えやすく、また幕府の権力を誇示できるように十分な高さになるよう設置されていました。
	この掲示板は、元はここから坂を10mほど下った道路の同じ側に設置されていたものです。この高札場は1970年に再建されたものですが、高札に書かれた内容は江戸時代のものです。高札は、上から下の順に、(a)　徒党・逃散禁制札 (上段・左)、(b) キリシタン禁制札 (上段・右)、(c) 人馬賃銭札 (中段・左)、(d) 親子兄弟札 (中断・右)、(e) 毒薬・偽金禁制札 (下段・左)、(f) 火付け・火事場禁制札 (下段・中央)、および (g) 駄賃賃銭相定札 (下段・右) となっています。
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